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21世紀のマルチメディアネットワーク

マルチメディアメール,マルチメディアプレゼンテーションなど,マルチメディアアプリケーションのビジネス形態に対応した企業通信ネッ

トワークが構築されている｡

情報化社会の進展に伴って企業情報システムで

は,パソコン(パーソナルコンピュータ)の普及など

デスクトソプでの高速化,マルチメディア化のこ-

ズが拡人している｡また,こうしたニーズが広域ネッ

トワークに向けられて,通信サービスの高度化,多

様化を目指し,次世代通信ネットワークの建設に向

けた各種プログラムが推進されている｡このような

環境のり-1で,企業情報システムの基盤となる通信ネ

ットワークで,機能や性能の拡張性,発展性に富み,

変化に柔軟に対応できる製品の提供が求められる｡

*l=川二製作所情報通信事業部 **株式会朴 Fl立テレコムテクノロジー

こうしたニーズにこたえるため日立製作所は,

ATM(AsyllChronous Transfer Mode)技術をベー

スとし,(1)ユーザー基本ニーズである通信コストを

最小化すること,(2)高いスケーラビリティによって

優れた拡張性を持つこと,(3)ネットワーク基盤が

ATM化される過程で既存環境と適切に混在できる

こと,(4)高い信頼性と快適な運用環境を提供するこ

とを目標に置いたマルチメディア統合ノードを開発

し,企業通信ネットワークの将来を見据えた向.卜を

図っている｡
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口 はじめに

企業通信ネットワークを取り巻く環境は,IJANの普及

に見られるデスクトップでの高速マルチメディア化のニ

ーズの拡人,またキャリアサービスでは高速ディジタル

川線料金の低価格化,超高速専mサービスの開始,セル

リレーをはじめとするB-ISDNサービスの顕在化などに

見るサービスの多様化など,21冊紀のマルチメディア時

代にI｢-Jけて大きな変革期を迎えている｡

企業では,グローバル化,ボーダレス化,価格競争の

激化などの中で,いっそうの業務革新が求められており,

企業内,企業間にまたがる通信手段の飛躍的な改善がイく

了-･一穴である｡そのためには,情報に自在にアクセスでき,

～‡声やデータに加えて映像などの新しいメディアを活用

できる企業通信ネットワークが求められてし-る｡

R立製作所は,従来のマルチメディア多重化装置によ

る同志的なネットワークを,より柔軟に,より高速･広

一許城化し,マルチメディア通信の実現を凶るマルチメデ

ィア統介ノードを開発している｡ここでは,企業過信ネ

ットワークに対する要求条件を分析し,口立製作所の取

組みとしてマルチメディア統合ノードの特徴について述

べる｡

8 企業通信ネットワークの現状と発展

2.1ネットワーク技術の動向

1980年代以降のネットワークの動向を図1にホす｡

LAN(構内綱)では,100Mビット/sイーサネット削や

ATM-LANが登場し,WAN(広域綱)では,156Mビッ

ト/s超高速専用線やフレームリレーサービスが開始され

ている｡またネットワークの高速化は,最近では100Mビ

ット/sから155Mビット/sに達している｡

2.2 ユーザーニーズの多様化

パソコンの普及とパソコンのLANへの接続率を図2

に示す｡わが国でのパソコンは約1,()00万日常及してお

り,しかもLANへの接続*は40%にまで達している｡今

後は,さらに米国のように80%程度にまで接続率が達す

ると予想される｡

このようにLANを1トじ､としたCSS(ClientServerSystenl)

の形態が普及し,さらにLAN閃を相互接続した余業通イ｢;

ネットワークの構築が増加している｡加えて,パソコン

で処理される情事はは文字や数倍だけでなく,音声や映像

までも含まれるようになっている｡これまでのように芹

※)イーサネットは,富_Lニゼロックス株式会社の摘ん-.名称で

ある｡

項目
年代

19戸0 1甲5 19.90 1q95 2qOO

広

域

網

標準化
∇ ∇ ∇ ▼

lSDN ISDN B-1SDN B一【SDN

(lTし卜T) 暫定勧告 最終勧告 基本勧告 最終勧告

公衆
サービス ∇買諾ミリ通信網言菜筆彗･SDN昆諾とニ｡｡l?;pフレごムリ吏DNトライヤル

B_.S｡N

専用
サービス

∇ ▽
▼ATM専用線(セルリレー)

(携実竺) (吾雪言与㌘芸)
∇150Mビット/s専用線

構

内

綱

標準化 ∇lEEE802.3 ∇FDDl ∇ ▼ATMしAN(ATMForum)

(詣) ∇一等諾2…芸｡2.5 ▽･EEE802･9 ツイス吉㌶設∴州深ツト

実用化

∇400Mビット/s～マルチメティアLAN ▽ATMJAN▼GビットLAN

▽30Mビット′s,ラス個宗∬ビット/sクラスイ写りごごンリ;;ニ…■Mビット′s)
∇ご了品㍍三三DL′sイーサネット

▽CSMA/CD(10Mビット/s) ▽個別無線+AN ▼標準無線LAN
▽卜一クンリング(4Mビット/s) ▽lSJAN(4Mビット/s)

(WAN)

芸芸諾‾ク(LAN)

∠ゝ

個別非電話系サービス ティシタルサーヒス サーヒス統針ヒ 同速化

WANと+ANのシームレス化
独自LAN一葉緑LAN 標準LAN 階層化 高速化･マルチメディア化

独自ネットワークアーキテクチャ 標準化(OSり 業界標準(TCP/lP)対応 マルチメディア対応高速通信

注:略語説明 lTU一丁(国際電気通信連合 電気通信標準化部門),】EEE(米国電気電子学会),ANSl(米国国家規格協会)

OSI(OpenSystemslnterconnection),DDX-P/C(DigitalDataExchange-PocketSwitchi=g/Circ山tSwitchi=g)

FDDl(FiberDistributedDatalnterface),CSMA/CD(CarrierSenseMultipleAccesswithCo…sionDetect10∩)

TCP/lP(TransmissionControIProtoco小nternetProtocoり,BRl(BasicRate仙erface),PRl(PrlmaryRatelnterface)

旧LAN(lntegratedServicesJocalAreaNetwork)

区= ネットワークの技術動向

1995年4月からB-1SDNトライアルが開始されており,2年後の1997年からの本格サービス開始に向けた取組みが行われている｡
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図2 パソコンの普及とLAN接続比率

わが国でのパソコンも1995年には累計l′300万台になり,その

40%がLANに接続される｡

声やテキストデータのような単一メディアだけを通信す

るのではなく,音声,テキストデータ,映像など必要な

形態の情報を白山に利川できるマルチメディア化が要求

される｡これらの情事貼ヒは図3に示すように1Mビット/s

から100Mビット/s程度であり,企業ネットワークの通

イこi呆は飛躍的に増大することとなる｡

またJム域綱を見ると,米拍のスーパーハイウエイ構想

やわが何での次l忙代通信網の構想など,仙界中でネット

ワークの百ざ;速化､広･許城化が進められている｡企業過信

ネットワークでは,企業内のグループワークを支援する

ために,高精鮒テレビ会議や遠隔地でのプレゼンテーシ

ョンなどで,こうしたマルチメディア情報を即時に処理

する必:安があり,100Mビット/sから156九1ビット/sを超

える次1‡1二代通信網に期待が寄せられている｡

2.3 ネットワークの方向性

以卜のような時代の普請にこたえるため,企業通仁ネ

ットワークには次の芥項Hの実現が求められてし､る｡

(1)1ナ～i通過仁の実現

(こl)新技術,新サービスへのスムーズな対ん占

(l))21枇紀を見据えた技術の採用

(2)低価格のネットワーク

(a)運用雪のミニマム化

(t))必要なものを必要なときに付加できる拡張性

(3)接続件の向_卜

(…l)山際標準,業界標準などのオープンなプラットフ

ォームの提供

(l〕)分放系(CSS)プラットフォームの提供

(4)ネットワーク管理機能の充実

通

信

メ

デ

イ

ア

HDTV

げオ(MPEGl,2)

ファイル転送

テキストテ一夕(会話型)

テレビ電話･テレビ会議

±こ=ヒ

日J『

FAX

回
線
容
量

B-1SDN(156M)

lNS1500

lNS64

1k lOk l(氾k lM lOM lOOM IG

通信速度(ビット/s)

注:略語説明 MPEG(MovingPictureExpertsGroup)

HDTV(HighDefi川tionTelevis10∩),FAX(Facsimlle)

図3 メディアごとの通信速度

次世代の高品位テレビ(HDTV)では,】00Mビット/s以上の通信速

度が要求される｡

(a)信頼性,連射性,安全性,資振管理

(l〕)WAN,LANの-う毛管理

I_1上製作所は,これらの企業過信ネットワークへの二要

求を満たすため,マルチメディア統介ノードを開発して

いる｡その特徴などにつし-て以下に述べる｡

田 マルチメディア統合ノード

3.1 コンセプト

マルチメディア統合ノードは,軌的帯域管理モジュー

ル,ルータモジュール,セル多重化モジュールから構成

される(図4参照)｡そのコンセプトを次に示す｡

(1)既設ネットワークの広帯域マルチメディア化へのス

テップアップを吋能とする(RevolutionalではなくEvo-

1tltioIlal)｡

(2)ドり絞首域を助的に割り付ける軌的キ拝城管理機能,情

報をフレーム単位に分割してLAN間接続を行うルータ

機能,および情報を同左長のセルに分割しATMに対応

するセル多重化機能をそれぞれ機能ごとにモジュール化

し,必要なときに必要な機能,性能を付加できる構造と

する｡

(3)各モジュールにより,何線の速度に崩適な多重化方

Jての選択を叫能とする｡

(4)ランニングコストのいっそうの低減化のため,二酎IJ

線と公衆網の有効利用を可能とする｡
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モジュール

(BMシリーズ)

(a)実装上のアーキテクチャ

セルリレー網
B-1SDN

フレーム

リレー網

高速ディジタル

専用線
N-1SDN

イーサネット

トークンリング

FDDl

ホスト

コンピュータ

データ端末･

妻萱妻

PBX

マルチプロトコル
インタフェース

×.25

インタフェース

セル多重･交換

動的帯域多重モジュール

データ

インタ
フェース

音声
インタ
フェース

●既存固定
通信

●オンデマンド
多重通信

●音声圧縮

専用線
インタ
フェース

lSDN

インタ
フェース

[コ 統合ネットワーク
管‡里

(b)機能上のアーキテクチャ

セルリレー網
日-1SDN

高速専用線

【SDN

図4 マルチメディア統合ノードの構成

マルチメディア統合ノードは,三つのモジュールで構成される｡音声･データ･映像を統合処理し,マルチメディアネットワークの中核となる｡

(5)ネットワーク管理の一元化により,快適な運用環境

を提供する｡

3.2 動的帯域管理モジュール

動的帯域管理モジュールには,音声･データ･両像を

統合し,帯域を動的に割り付け,L叫線の有効利用を図る

｢BM(BandwidthManager)シリーズ+を適用する｡8M

シリーズの主な仕様を表1に示す｡このシリーズの特徴

は次のとおりである｡

(1)各メディアを統合処理し,動的帯域管理を実現する｡

(2)高効率音声卜硝旨方式LD-CELP(Low Delay Code

ExcitedLinearPrediction)を採用し,大幅な帯域節約を

実現する｡

(3)小継交換機能を内蔵し,ディジタルワンリンク接続

により,中継を行っても音質劣化が起こらない｡

(4)専用線の幅輯(ふくそう)時や障害時にISDNに日動迂

(う)回することにより,常糊の低減と信頼性の向+二を図る｡

3.3 ルータモジュール

複数のLANを相互接続するルータモジュールには,

｢NP(Network工)rocessor)シリーズ+を適用する｡NI)シ

リーズの主力機器であるNP200･NP200Mのニーi一三な仕様

を表2に示す｡その王侍徴は次のとおりである｡

(1)ATMインタフェースにより,既存LANをATMネ

ットワークに収容できる｡

(2)高速ルーティング機能により,FDDI,CSMA/CD,

トークンリングLAN閃のインターネットワークを実現

する｡

(3)大規校ネットワークにはNP200を,111規模ネットワ

ークにはNP200Mを通用し,コストパフォーマンスに優

表I BMシリーズの主な仕様

ポイントーポイント接続用のType10から,中規模ネットワーク用のType40までラインアッ70をそろえている｡

機 種 名 Type10 Type20 Type30 Type40

装 置 タ イ プ 卓上型 19インチラック搭載型

接 発売 形 態 ポイントーポイント

ポイントーポイント, ポイントーポイント,ポイントーマルチポイント,

ポイントーマルチポイント カスケード,バックーバック,トライアングル,

(多重アクセス) ドロップインサート･バイパス,多重アクセス

収容回線数

(最大数)

高 速

ディジタル

回 線

基 本 l l 32 64

一次群
l 4 8

二次群 l 2

lSDN

回 線

基 本 l 1 32 64

一次群
l 4 8

端末回路 8 20 256 l′024

冗 長 構 成 l重化 l重化,2重化(オプション)
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表2 NP200･NP200Mの主な機能

ATMインタフェースをサポートし,中･大規模ネットワークに適

したルータで,多様なインターネットワークを実現する｡

項 目 NP20(〕 NP200M

LAN

ポート数

(最大数)

F D D l 6 3

CSMA/CD 24 12

トークンリング 12 6

回 線

ポート数

(最大数)

基 本 筐 体 24 12

拡 張 筐 体 192

回線 イ ン タ フ ェ
ー ス

専用回線(〉.24/V.35/×.21)

高速ディジタル回線

lSDN(lNSネット64/ほ00)

80/84年版X.25(DDX-P,

HIPANET)

ATMインタフェース(155Mピッ

卜/s soNET,100Mビット/s

TAXl,6.3Mビット/sセルリレー)

フレームリレー

回 線 速 度(ビ ッ ト) 最大6M

通 信 プ ロ ト コ ル TCP/lP,lPX*,OSトCLNP

ルーティングプロトコル OSPF,R】P,ES-1S,lS-1Sほか

注:略語説明など

ES-1S(End System tolntermediate System Routinglnformation

Protocoり,HIPANET(HitachiP∂CketS山tchlngNetwork)
lS-1S(lntra-Domainlntermediate System tolntermedi∂te System

Routinglnformation ExchangeProtocol)
OSl-CLNP(Open Systemslnterconnection-Connectionless Network

Protocoり,OSPF(OpenShortestPath First)
RIP(Routinglnformation Protocoり
SONET(SynchronousOpticalNetwork)
TAXJ(Tr∂nSParentAsynchronousTransmjtter/Receive=nterface)
*lPXは,Novelいnc.の登録商標である｡

れたネットワークを一夫二脱する｡

3.4 セル多重化モジュール

ATMに対応したマルチメディア統合のセル多毛化モ

ジュールには｢AN(ATMNode)シリーズ+を適r｢Jする｡

ANシリーズは,大容量で共通部2再化によるi:17i信頼件

マルチメティア
統合ノード

(BMシリーズ)

[コ

+S

データ端末

話電

FAX

高速ティシタル
回線

ホスト

コンピュータ

マルチメティア
統合ノード

(BMシリーズ)

+S

表3 ANシリーズの主な仕様

AN300･AN500でマルチメディアに対応する高速ネットワークを

実現した｡

項 目 AN500 AN300

A

A T M セ ル 仕 様 什〕一丁勧告l,36【に準拠

ス イ ッ チ 容 量 5Gビット/s 2.5Gビット/s

ス イ ッ チ 形 式 共通バッファ形ATMスイッチ

ATMポート

収容ポート数 最大32回線 最大16回線

ポート種別

6.3Mビット/sセルリレー,155M

ビット/sマルチモード光ファイ
T

M

関

バ,100Mビット/sマルチモード光

ファイバ,【55Mビット/sシングル

係 モード光ファイバ

接続形態

制 御 方 式 固定接続(PVC)･交換接続(SVC)

形 態
ポイントーポイント,マルチキヤ

スト,ブロードキャスト

サ ー ビ ス 優先クラス(3クラス),廃棄クラ

ク ラ ス ス(2クラス)

注:略語説明

PVC(PermanentVirtu∂】Connection)
S〉C(Switched VirtualConnection)

を誇り,WAN接続に追捕できるAN500,小才与せでt亡j機能の

AN300の製品ラインアップから成る(表3参照)｡その特

徴は次のとおりである｡

(1)ATMスイッチのアーキテクチャとして,スイッチ

ドアーキテクチャを採糊しておl),バス当せアーキテクチ

ャに比べて大字享蚤化,トラヒック制御,各種サービスの

てノミ現件にすぐれたシステムである｡これにより,物f酬勺

なレイアウトから解放された諭坤的ネットワークがり三呪

できる｡

(2)ギガビットクラスの交挟能力を持ち,高速データ,

映像などをノンブロッキングでスイッチングできる｡

(3)それぞれのポートが共通で使刷できる共通バッファ

方式の採川により,トラヒック変垂加こ強いネットワーク

マルチメティア
統合ノード

(BMシリーズ)

LS

高速ティシタル
回線

[コ
集中管理

……… 電話

FAX

[コ

チータ端末

図5 BMネットワークヘの移行

動的帯域管理モジュール(BMシリーズ)はTS磯能を内蔵しており,中継拠点の設備が簡略化できる｡

電話

FAX

注:略語説明

+S(構内交換機)

TS(中継交換機)
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ATM端末

WS･PC

サーバ

lSDN

端末

テレビ電話

テレビ会議

基幹LAN

PBX

セル多重化
モジュール

(ANシリーズ)

ルータモジュ¶ル
(NPシリーズ)

動的高域管理
モジュール

(BMシリーズ)

マルチメディア
統合ノード

セルリレー網
B-1SDN

セル多重化
モジュール

(ANシリーズ)

ルータモジュール

(NPシリーズ)

動的帯域管理
モジュール

(BMシリーズ)

マルチメディア
統合ノード

基幹+AN

PBX

ATM端末

WS･PC

サーバ

lSDN

端末

テレビ電話
テレビ会議

注:略語説明

PC(PersonalComputer)

WS(Workstation)

図6 ATM広域サービスの利用例

B-】SDNなどの広域サービスを利用し,高速のシームレスネットワークを構築することが可能となる｡

を実現する｡

(4)優先クラス(3クラス)と廃棄クラス(2クラス)の設

定により,各種メディアに適した過信品質のネットワー

クが効率よく構築できる｡

(5)ネットワーク管理の業界標準SNMP(Simple Net-

work Management Protocol)のエージェント機能をサ

ポートし,SNMPマネージャによって統合ネットワーク

管二曙が行える｡

田 企業通信ネットワークの構築事例

マルチメディア統合ノードを使った企業通信ネットワ

ークの構築事例について述べる｡

4.】TDMネットワークからの移行

既存TDM(多重化装置)ネットワークのコストを抑え

ながら次世代ネットワークに移行することが可能であ

る｡既存のTDMをマルチメディア統合ノード(BMシリ

ーズ)にリプレースすることにより,軌的帯域管理による

ネットワークを実現する(図5参月別｡この結果,高速デ

ィジタル担l線の使用効率アップと運用費の低減が可能と

なる｡またBMシリーズは,TS機能を内蔵しているため

に小継拠点の設備が約÷程度簡略化できる｡

さらに,LAN間相互接続の要求にはルータモジュール

(NPシリーズ)を追加し,より高連なATMネットワーク

の利鞘にはセル多重化モジュール(ANシリーズ)を追加

するというように,必要な時期に合わせてモジュールを

追加すれば,本格的なマルチメディア統合ネットワーク

を実現することができる｡

4.2 ATM広域サービスへの対応

マルチメディア統合ノードは6.3Mビット/sセルリレ

ーサービスやB-ISDNといったこれからのATMサービ

スにも対応できる｡マルチメディア統合ノードを小心に,

ATM-LANの構築やLANとWANを同一アーキテクチ

ャで構築できる(図6参照)｡遠隔地とも多様な情報を,

高速･高品質で通信することができる｡

B おわりに

ここでは,企業ネットワークに求められている技術的

課題を整理し,それを解決するマルチメディア統合ノー

ドについて述べた｡

高速データ通信,LAN間接続,マルチメディアアプリ

ケーションの利用など,企業通信ネットワークでのマル

チメディア通信のニーズは今後ますます増大すると予想

される｡そのため,企業通信ネットワークを取り巻く環

境の変化をいち早くキャッチし,ネットワークを企業戦

略のツールとしていっそう活用できるようにレベルアッ

プを図っていく考えである｡
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